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秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
│
「
年
の
夜
俳
諧
」
発
句
と
文
章
の
検
討
を
通
じ
て
│
│
村
田
俊
人
は
じ
め
に
上
田
秋
成
は
、『
雨
月
物
語
』『
春
雨
物
語
』
と
い
っ
た
小
説
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
秋
成
（
別
号
無
腸
・
余
斎
）
が
最
初
に
手
を
染
め
た
文
事
は
俳
諧
で
あ
っ
た
。
和
歌
和
文
を
創
作
し
た
り
、
国
学
や
茶
道
を
研
究
し
学
術
・
学
芸
的
著
作
と
し
て
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
に
熱
中
し
、
俳
諧
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
最
晩
年
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
は
、
自
作
自
選
句
集
『
俳
調
義
論
』
を
残
し
て
お
り
、
生
涯
を
通
じ
俳
諧
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
い
え
る
。
秋
成
が
現
代
ま
で
名
を
残
し
た
の
は
、
不
朽
の
名
作
で
あ
る
『
雨
月
物
語
』
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
秋
成
に
対
す
る
同
時
代
人
の
評
価
を
見
直
す
た
め
に
、
和
歌
和
文
、
国
学
等
の
著
作
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
秋
成
像
の
全
体
を
探
る
た
め
に
は
、
俳
諧
作
品
も
手
が
か
り
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
秋
成
の
心
境
を
考
察
す
る
た
め
に
、
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
文
化
五
年
正
月
に
成
立
し
た
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
六
五
秋
成
自
筆
の
俳
諧
作
品
で
あ
る
「
年
の
夜
俳
諧
」
冒
頭
の
発
句
と
文
章
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
秋
成
と
い
え
ば
、
狷
介
孤
高
の
作
家
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
で
あ
る
。
特
に
最
晩
年
は
、
奇
行
や
廃
人
化
の
風
評
が
あ
っ
た
⑴
。
日
野
龍
夫
氏
は
、
文
化
五
年
頃
に
成
立
し
た
『
春
雨
物
語
』「
二
世
の
縁
」
の
主
人
公
定
助
に
は
「
老
醜
を
さ
ら
し
て
い
る
秋
成
自
身
を
戯
画
化
嘲
笑
す
る
意
図
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
⑵
。
よ
っ
て
秋
成
は
孤
独
と
窮
乏
の
中
、
老
残
の
身
を
恥
じ
な
が
ら
人
生
を
終
え
た
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
だ
が
一
方
で
、
文
化
四
年
正
月
に
は
、
十
一
年
ぶ
り
に
面
会
し
た
村
瀬
栲
亭
に
新
著
『
茶
瘕
酔
言
』
の
構
想
を
語
る
な
ど
、
旺
盛
な
創
作
意
欲
を
持
ち
続
け
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
⑶
。
で
は
果
た
し
て
秋
成
の
真
実
の
姿
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。注
⑴
高
田
衛
氏
『
完
本
上
田
秋
成
年
譜
考
説
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
年
）
五
一
三
頁
。
⑵
日
野
龍
夫
氏
「
老
境
の
秋
成
」〔『
宣
長
と
秋
成
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
）
所
収
〕
二
八
〇
頁
。
⑶
高
田
氏
前
掲
書
四
八
四
〜
四
八
六
頁
。
一
、「
年
の
夜
俳
諧
」
書
誌
と
「
狂
癇
子
」
号
「
年
の
夜
俳
諧
」
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
二
月
、
柏
原
家
当
主
の
利
章
氏
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
寄
贈
し
た
柏
原
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
、
上
田
秋
成
自
筆
稿
本
類
十
七
点
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
書
誌
に
つ
い
て
記
す
と
、
巻
子
（
未
装
）
で
、
縦
二
四
・
五
×
横
一
二
九
糎
、
字
高
一
七
・
五
糎
。
奥
書
は
「
文
化
五
年
春
十
二
日
狂
癇
子
漫
書
」
と
あ
る
。
巻
頭
に
「
是
を
見
よ
に
こ
 

か
を
の
小
判
也
」
な
ど
の
発
句
五
句
、
以
下
に
「
け
つ
り
掛
の
神
事
は
」
か
ら
始
ま
る
文
章
の
後
、
発
句
「
と
し
の
夜
の
闇
の
つ
ふ
手
を
い
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
六
六
ひ
あ
て
ん
」
で
始
ま
る
独
吟
歌
仙
が
あ
る
。
秋
成
の
自
筆
稿
本
類
に
つ
い
て
は
、
多
治
比
郁
夫
氏
が
「
新
出
の
上
田
秋
成
稿
本
類
│
柏
原
家
文
書
か
ら
の
翻
刻
と
紹
介
│
」（『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
三
一
、
一
九
九
五
年
三
月
）
で
紹
介
し
、
一
部
翻
刻
を
添
え
て
い
る
。
多
治
比
氏
に
よ
る
と
、
柏
原
家
は
、
河
内
国
志
紀
郡
太
田
村
（
現
大
阪
府
八
尾
市
）
で
代
々
大
庄
屋
を
勤
め
た
名
家
で
あ
っ
た
。
利
章
氏
が
寄
贈
し
た
文
書
自
体
は
、
村
方
文
書
の
ほ
か
、
家
政
・
相
続
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
、
各
代
が
嗜
ん
だ
歌
文
の
草
稿
や
茶
道
具
の
極
札
や
添
状
な
ど
が
大
半
を
占
め
、
こ
れ
に
若
干
の
蔵
書
類
が
あ
る
。
庄
屋
と
し
て
の
公
務
に
関
わ
る
文
書
は
、
既
に
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
以
前
に
利
章
氏
の
父
柏
原
仁
兵
衞
氏
に
よ
り
中
之
島
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
追
加
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
追
加
の
文
書
は
、
平
成
七
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
柏
原
家
文
書
目
録
（
追
加
）
付
上
田
秋
成
資
料
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
田
秋
成
自
筆
稿
本
類
全
十
七
種
の
う
ち
五
点
は
、『
柏
原
家
文
書
目
録
（
追
加
）』
に
付
け
ら
れ
た
「
上
田
秋
成
資
料
集
」
に
複
製
ま
た
は
翻
刻
さ
れ
、
多
治
比
氏
に
よ
る
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
秋
成
自
筆
稿
本
類
が
柏
原
家
に
入
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
多
治
比
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
秋
成
の
没
前
後
に
柏
原
家
に
入
り
、
現
在
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。
稿
本
類
の
内
訳
は
、
１
神
代
か
た
り
（
一
冊
）、
２
茶
瘕
酔
言
（
一
冊
）、
３
年
の
な
ゝ
ふ
（
一
巻
）、
４
〔
題
琵
琶
湖
周
遊
画
巻
〕（
一
巻
）、
５
牡
丹
辞
・
菊
の
辞
（
一
冊
）、
６
こ
を
ば
い
の
詞
（
一
冊
）、
７
〔
画
隠
松
年
に
あ
た
ふ
〕（
一
巻
）、
８
森
川
か
め
の
病
を
問
つ
る
文
・
長
谷
川
の
め
の
も
と
へ
い
ひ
や
り
し
文
、
９
毎
月
集
（
Ａ
）（
一
冊
）、
１０
毎
月
集
（
Ｂ
）（
一
冊
）、
１１
〔
題
都
井
中
四
十
三
首
〕（
一
巻
）、
１２
〔
慶
賀
等
九
首
〕（
一
巻
）、
１３
〔
秋
冬
十
五
首
〕、
１４
〔
連
日
不
堪
寒
苦
歌
并
反
歌
四
首
〕（
一
巻
）、
１５
〔
年
の
夜
俳
諧
〕（
一
巻
）、
１６
鴛
央
牒
（
一
冊
）、
１７
水
や
り
花
（
一
冊
）
で
あ
る
。〔
〕
の
付
け
ら
れ
た
題
名
は
、
多
治
比
氏
が
目
録
作
成
の
際
に
稿
本
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
六
七
成
立
年
次
が
未
詳
の
も
の
も
あ
る
が
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
秋
成
六
十
五
歳
か
ら
、
死
没
し
た
七
十
六
歳
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
作
品
が
殆
ど
で
あ
る
。
秋
成
自
筆
資
料
自
体
が
、
こ
の
亡
く
な
る
ま
で
の
十
年
余
り
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、「
年
の
夜
俳
諧
」
の
字
は
、
文
化
四
年
成
立
の
『
秋
の
雲
』（
天
理
図
書
館
蔵
）
や
、
文
化
五
年
成
立
の
『
胆
大
小
心
録
』（
天
理
図
書
館
蔵
）
と
い
っ
た
近
い
時
期
の
秋
成
自
筆
資
料
と
同
一
の
筆
蹟
の
字
が
多
数
認
め
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
稿
本
類
の
な
か
の
「
年
の
夜
俳
諧
」
は
明
ら
か
に
秋
成
自
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
「
狂
癇
子
」
と
い
う
号
に
つ
い
て
は
、
秋
成
の
他
の
自
筆
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、「
癇
」
と
い
う
字
は
、『
癇
癖
談
』〔
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）〕
上
巻
冒
頭
で
、
過
敏
な
神
経
を
も
つ
秋
成
が
自
身
の
病
を
「
癇
症
」⑴
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
癇
性
と
い
う
の
は
、『
胆
大
小
心
録
』
第
十
三
、
第
二
十
六
項
に
も
見
ら
れ
る
。
大
坂
の
懐
徳
堂
の
教
授
で
あ
っ
た
中
井
履
軒
が
秋
成
の
幽
霊
話
を
ば
か
に
し
、
第
十
三
項
で
は
、「
狐
つ
き
も
癇
性
か
さ
ま
 

に
問
答
し
て
、
お
れ
は
と
こ
の
狐
し
や
、
と
い
ふ
の
し
や
、
人
に
つ
く
事
か
あ
ら
ふ
も
の
か
」
と
言
い
、
第
二
十
六
項
で
は
、「
そ
な
た
は
さ
つ
て
も
文
盲
な
わ
ろ
し
や
、
ゆ
う
霊
の
狐
つ
き
し
や
の
と
云
事
は
な
い
事
し
や
、
狐
つ
き
と
い
ふ
は
、
み
な
か
ん
症
や
み
し
や
」⑵
と
言
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
癇
性
は
、
精
神
に
由
来
す
る
病
気
全
般
の
こ
と
を
指
し
た
。
同
じ
く
「
狂
」
と
い
う
字
も
、『
楢
の
杣
』〔
寛
政
十
二
年
成
〕
巻
五
⑶
や
『
藤
簍
冊
子
』
自
序
〔
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
成
〕⑷
で
、
秋
成
が
世
間
の
規
範
に
と
ら
わ
れ
ず
己
の
心
に
従
う
自
分
の
生
涯
を
「
狂
蕩
」
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
狂
癇
子
」
と
い
う
号
は
、
秋
成
自
身
の
内
心
の
葛
藤
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
「
年
の
夜
俳
諧
」
を
見
て
い
く
際
に
留
意
し
て
い
く
べ
き
点
と
い
え
る
。
注
⑴
『
上
田
秋
成
全
集
第
八
巻
』
一
八
頁
。
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
六
八
⑵
『
上
田
秋
成
全
集
第
九
巻
』
一
三
八
、
一
四
七
頁
。
な
お
『
日
本
古
典
文
学
大
系
５６
上
田
秋
成
集
』
収
録
の
『
胆
大
小
心
録
』
補
注
一
五
に
『
病
家
須
知
』
二
の
「
癇
と
は
間
の
字
に
従
ひ
て
神
気
を
病
の
為
に
間
隔
ら
る
ゝ
と
い
ふ
義
に
と
り
て
み
れ
ば
、
一
切
の
癇
と
名
づ
く
る
も
の
は
、
悉
皆
精
神
に
関
係
る
病
な
る
こ
と
も
、
明
白
な
る
を
、
古
よ
り
か
ゝ
る
字
義
を
も
謬
解
た
る
に
よ
り
、
医
者
も
そ
の
病
因
を
知
ら
ざ
る
も
の
多
し
。」
と
い
う
記
述
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
⑶
『
上
田
秋
成
全
集
第
二
巻
』
三
六
五
頁
。
⑷
『
上
田
秋
成
全
集
第
十
巻
』
二
三
頁
。
二
、『
年
の
夜
俳
諧
』
冒
頭
の
発
句
と
文
章
そ
れ
で
は
、
秋
成
の
最
晩
年
の
心
境
を
探
る
た
め
に
、『
年
の
夜
俳
諧
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
以
下
が
冒
頭
の
発
句
と
文
章
で
あ
る
。
是
を
見
よ
に
こ
 

か
を
の
小
判
也
元
日
や
さ
て
も
昼
に
は
成
か
ね
る
初
寅
や
贋
か
ね
賣
人
か
ふ
人
あ
り
自
悔
死
神
に
見
放
さ
れ
た
よ
老
の
春
な
な
く
さ
や
空
に
し
ら
り
と
明
の
春
け
つ
り
掛
の
神
事
は
い
つ
を
始
な
り
け
ん
、
東
は
近
江
悠
紀
の
国
、
西
ハ
た
ん
波
主
基
の
國
と
立
別
れ
て
、
蘓
秦
張
儀
も
舌
ま
く
雑
言
は
、
都
人
に
ハ
い
と
珍
ら
し
と
て
、
さ
す
か
に
こ
の
夜
、
田
舎
人
の
は
る
 

喚
て
聞
と
も
せ
し
。
江
戸
も
の
ゝ
つ
ら
ね
、
難
波
人
の
よ
し
あ
し
な
く
云
に
は
負
へ
き
を
、
さ
す
か
に
け
ふ
の
こ
よ
ひ
な
れ
は
、
勝
劣
せ
は
や
と
は
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
そ
、
み
や
こ
人
の
さ
き
は
ひ
そ
、
こ
の
事
む
か
し
も
年
の
夜
を
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
六
九
守
明
し
て
、
う
は
ら
に
筆
と
ら
せ
て
何
と
か
い
ひ
つ
ら
ね
し
こ
と
も
あ
り
。
忘
れ
た
れ
ハ
、
又
、
ま
ず
、
冒
頭
の
発
句
五
句
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
新
年
の
句
で
あ
る
。
そ
の
内
正
月
の
初
寅
参
り
に
材
を
取
っ
た
も
の
が
二
句
あ
る
。
是
を
見
よ
に
こ
 

か
を
の
小
判
也
季
語
は
「（
百
足
）
小
判
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、「
正
月
の
初
寅
の
日
に
、
江
戸
芝
金
杉
裏
（
東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
）
正
伝
寺
で
授
け
た
小
判
形
の
お
守
り
。
こ
れ
を
財
布
へ
入
れ
て
お
く
と
小
遣
銭
に
不
自
由
し
な
い
と
信
じ
ら
れ
た
。
む
か
で
。」
と
あ
る
。
初
寅
の
日
と
は
、
新
年
に
な
っ
て
最
初
の
寅
の
日
を
指
す
。
ま
た
、
そ
の
日
に
毘
沙
門
天
（
多
聞
天
）
へ
参
詣
す
る
こ
と
や
、
初
寅
参
り
の
こ
と
も
い
う
。
『
狂
歌
江
都
名
所
図
会
』〔
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
序
〕⑴
に
は
、
正
伝
寺
毘
沙
門
堂
の
初
寅
参
り
を
詠
ん
だ
柏
の
舎
の
狂
歌
「
つ
か
は
ぬ
か
宝
な
り
と
て
毘
沙
門
の
縁
日
に
賣
る
百
足
小
判
か
」
が
見
え
る
。
こ
の
江
戸
正
伝
寺
の
初
寅
参
り
は
、
京
の
鞍
馬
寺
の
初
寅
詣
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鞍
馬
寺
は
中
世
か
ら
福
徳
を
授
け
る
神
と
し
て
信
仰
が
厚
か
っ
た
毘
沙
門
天
を
本
尊
と
し
て
い
た
。
そ
の
鞍
馬
寺
の
初
寅
参
り
は
有
名
な
行
事
で
、
守
り
札
の
ほ
か
百
足
小
判
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
福
掻
き
・
お
福
蜈
蚣
（
む
か
で
）・
燧
石
な
ど
が
売
ら
れ
た
。
『
華
実
年
浪
草
』〔
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
〕⑵
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
日
次
紀
事
』〔
延
宝
四
年
（
一
六
七
九
）
成
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
序
〕⑶
に
よ
る
と
、
百
足
は
多
聞
天
の
使
役
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
信
仰
が
あ
り
、
近
世
初
期
に
は
、
生
き
た
百
足
を
売
り
、
こ
れ
を
お
福
ま
た
は
お
福
蜈
蚣
と
称
し
た
。
山
中
の
百
足
を
保
護
す
る
た
め
に
、
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
わ
な
か
っ
た
な
ど
の
記
述
も
あ
る
。
百
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
〇
足
小
判
は
後
世
こ
れ
を
小
判
形
に
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
毘
沙
門
天
へ
の
信
仰
を
ふ
ま
え
る
と
、
中
七
の
「
に
こ
 

か
を
」
と
い
う
の
は
、
同
じ
七
福
神
の
一
人
で
、
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
有
名
な
恵
比
寿
天
を
連
想
し
、
に
こ
に
こ
笑
っ
た
う
れ
し
そ
う
な
顔
つ
き
を
「
え
び
す
顔
」
と
も
言
う
こ
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
句
の
解
釈
と
し
て
は
、
是
を
見
よ
と
に
こ
に
こ
顔
で
小
判
を
見
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
正
月
初
寅
の
日
の
毘
沙
門
天
詣
り
で
授
け
ら
れ
る
百
足
小
判
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
初
寅
参
り
と
百
足
小
判
を
詠
ん
だ
も
う
一
句
、
初
寅
や
贋
か
ね
賣
人
か
ふ
人
あ
り
こ
ち
ら
の
句
で
は
、
秋
成
は
、
百
足
小
判
を
「
贋
金
」（
本
物
に
似
せ
て
造
っ
た
か
ね
）
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
金
銭
欲
に
よ
り
そ
れ
を
買
い
求
め
る
初
寅
参
の
参
拝
客
に
対
し
、
先
の
句
よ
り
も
皮
肉
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
初
寅
を
詠
ん
だ
炭
太
祗
の
発
句
「
初
寅
や
欲
つ
ら
あ
か
き
山
お
ろ
し
」（『
太
祇
句
選
』）⑷
に
も
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
こ
の
句
は
、
現
世
利
益
を
求
め
る
世
間
一
般
の
信
仰
に
対
す
る
、
秋
成
の
懐
疑
心
の
現
れ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。『
春
雨
物
語
』「
二
世
の
縁
」
で
、
入
定
に
失
敗
し
無
様
な
姿
を
さ
ら
す
僧
の
定
助
に
よ
っ
て
、
里
じ
ゅ
う
に
仏
教
へ
の
不
信
感
が
広
が
り
信
仰
が
崩
壊
し
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
だ
が
、『
春
雨
物
語
』
に
見
ら
れ
る
深
刻
な
倫
理
意
識
の
よ
う
な
も
の
は
一
句
か
ら
は
窺
え
な
い
。
秋
成
に
と
っ
て
俳
諧
は
遊
芸
と
し
て
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、
百
足
小
判
を
求
め
る
人
々
へ
の
揶
揄
に
と
ど
め
た
形
の
句
と
い
え
る
。
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
一
一
句
の
解
釈
は
、
初
寅
の
日
、
鞍
馬
寺
の
縁
日
で
は
、
本
物
の
小
判
そ
っ
く
り
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
百
足
小
判
を
買
い
求
め
る
人
と
そ
れ
を
売
る
人
が
い
る
。
本
物
で
な
い
小
判
が
わ
ざ
わ
ざ
売
ら
れ
、
そ
れ
を
本
物
の
お
金
で
買
っ
て
、
金
運
上
昇
の
御
利
益
を
願
う
人
が
世
間
に
は
多
く
い
る
の
だ
な
あ
、
と
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
日
や
さ
て
も
昼
に
は
成
か
ね
る
季
語
は
「
元
日
」
で
新
年
で
あ
る
。
こ
の
元
日
に
は
「
が
ん
じ
つ
」
と
「
げ
ん
に
ち
」
と
い
う
二
つ
の
読
み
方
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
同
句
を
収
め
た
秋
成
晩
年
の
自
作
自
選
句
集
『
俳
調
義
論
』
や
、
秋
成
の
発
句
二
十
八
句
の
短
冊
を
収
め
た
『
俳
諧
短
冊
二
十
八
葉
』
を
見
る
と
、「
げ
ん
に
ち
」
と
読
む
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
長
文
と
な
る
が
、
近
衞
典
子
氏
の
『
研
究
成
果
報
告
書
上
田
秋
成
発
句
前
注
釈
（
稿
）』⑸
の
説
明
を
挙
げ
て
お
く
。
元
に
ち
や
さ
つ
て
も
昼
に
は
成
か
ね
る
『
俳
調
義
論
』『
俳
諧
短
冊
二
十
八
葉
』
元
に
ち
（
春
）
①
元
日
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
「
明
け
ま
し
て
」
と
い
う
朝
の
挨
拶
を
交
わ
す
ば
か
り
で
、
な
か
な
か
昼
に
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
②
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
以
前
③
元
に
ち
│
元
日
。
さ
つ
て
も
ー
さ
て
も
。
そ
れ
に
し
て
も
。
④
当
時
は
大
晦
日
か
ら
元
日
に
か
け
て
寝
ず
に
年
を
越
し
、
朝
を
迎
え
れ
ば
様
々
な
行
事
が
待
っ
て
い
た
。『
山
の
井
』
に
「
物
申
と
言
ふ
礼
者
の
顔
も
、
お
出
で
の
よ
し
申
と
い
ら
ふ
下
部
が
つ
ら
も
、
宵
の
年
の
寒
さ
忙
し
さ
を
忘
れ
果
て
つ
つ
、
若
や
ぎ
あ
へ
る
気
色
」
と
あ
り
、
宵
か
ら
の
準
備
に
加
え
て
、
新
年
の
挨
拶
に
や
っ
て
く
る
客
人
に
対
応
す
る
な
ど
、
め
で
た
く
も
慌
た
だ
し
い
様
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
暁
台
の
句
「
元
日
や
暗
き
よ
り
人
現
は
る
る
」（『
暁
台
句
集
』）
も
、
ま
だ
夜
が
明
け
き
ら
ぬ
う
ち
か
ら
挨
拶
回
り
で
行
き
来
す
る
人
の
姿
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
掲
出
句
の
意
味
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
秋
成
の
随
筆
集
『
胆
大
小
心
録
』
第
五
〇
段
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
一
段
は
小
説
的
な
章
段
で
、
魚
屋
が
夜
が
明
け
る
と
同
時
に
初
荷
を
持
っ
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
二
て
駆
け
出
し
、
得
意
先
を
廻
っ
て
「
明
け
ま
し
て
お
目
出
た
う
ご
ざ
り
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
場
面
が
あ
る
（
３４
番
句
（
住
吉
や
春
は
遠
を
い
二
日
が
け：
筆
者
注
）
参
照
）。「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
」
と
い
う
常
套
句
を
、「
夜
が
明
け
た
」
時
分
の
挨
拶
と
捉
え
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
朝
の
挨
拶
ば
か
り
で
昼
に
な
ら
な
い
、
と
言
葉
遊
び
を
し
て
戯
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
【
近
衞
】
こ
の
近
衞
氏
の
説
明
に
よ
っ
て
一
句
の
評
釈
は
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
一
つ
付
け
加
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
さ
つ
て
も
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
語
は
促
音
化
し
た
「
さ
て
も
」
を
接
続
詞
的
に
用
い
た
口
語
で
あ
る
が
、
蕪
村
の
発
句
に
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
八
朔
や
扨
明
日
よ
り
は
二
日
月
（『
蕪
村
句
集
秋
』）
こ
の
蕪
村
句
は
、
陰
暦
八
月
一
日
は
、
稲
の
収
穫
を
予
祝
す
る
行
事
が
あ
り
、
そ
の
次
の
日
は
二
日
月
で
、
以
後
は
一
夜
一
夜
と
十
五
夜
が
近
づ
く
の
で
、
名
月
が
楽
し
み
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
初
案
や
再
案
は
「
明
日
よ
り
ぞ
」
と
な
っ
て
お
り
、「
扨
」
を
入
れ
て
今
の
形
と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
⑹
。
秋
成
が
、
蕪
村
の
こ
の
句
に
直
接
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
奇
抜
な
素
材
や
語
の
解
釈
を
、「
さ
て
」「
さ
て
も
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
詩
情
を
漂
わ
せ
な
が
ら
一
句
に
仕
立
て
る
と
い
う
蕪
村
の
手
法
を
、
秋
成
も
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、「
張
り
つ
め
た
芸
術
的
意
欲
が
窺
わ
れ
な
い
」⑺
と
さ
れ
る
秋
成
晩
年
の
句
を
別
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
自
悔秋成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
三
死
神
に
見
放
さ
れ
た
よ
老
の
春
こ
の
句
に
関
し
て
は
、
次
の
章
で
考
察
し
て
い
く
。
な
な
く
さ
や
空
に
し
ら
り
と
明
の
春
季
語
は
、「
七
種
の
節
供
」
と
「
明
の
春
」
で
新
年
で
あ
る
。
季
重
な
り
で
あ
る
が
、
七
種
の
節
供
が
一
句
の
主
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
行
事
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
月
七
日
に
万
病
に
効
く
と
い
う
七
種
類
の
若
菜
を
摘
ん
で
粥
に
入
れ
て
食
べ
る
風
習
で
あ
る
。
『
日
次
紀
事
』
に
よ
る
と
、
近
世
の
民
間
で
行
わ
れ
た
習
俗
は
、
六
日
夜
、
ま
た
は
七
日
早
朝
に
、
春
の
七
草
中
の
薺
を
ま
な
板
に
置
き
、
杖
で
叩
き
刻
み
な
が
ら
、
大
き
な
音
を
ひ
び
か
せ
る
⑻
。
こ
れ
を
「
七
種
を
は
や
す
」「
七
種
を
打
つ
」「
薺
打
つ
」
な
ど
と
い
っ
た
。句
の
後
半
部
の
中
七
と
下
五
は
、
空
が
白
ん
で
夜
が
明
け
て
き
た
意
の
「
し
ら
り
と
明
」
に
、
年
の
初
め
を
祝
っ
て
言
う
「
明
の
春
」
が
掛
か
っ
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
薺
打
ち
の
大
き
な
音
と
い
う
聴
覚
に
よ
る
描
写
に
、
年
初
め
の
七
日
の
夜
明
け
空
と
い
う
視
覚
描
写
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
句
の
工
夫
と
い
え
よ
う
。
太
祇
の
句
「
七
草
も
昼
に
成
り
け
り
上
手
下
手
」（『
俳
諧
古
選
附
録
』）⑼
や
芭
蕉
の
句
「
よ
も
に
打
薺
も
し
ど
ろ
も
ど
ろ
哉
」（『
続
深
川
集
』）⑽
の
よ
う
に
、
滑
稽
さ
を
強
調
す
る
語
句
を
用
い
る
方
法
も
あ
っ
た
が
、
初
寅
の
句
と
雰
囲
気
が
重
な
る
こ
と
を
避
け
て
一
句
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
こ
れ
は
、
一
つ
の
俳
風
に
拘
泥
し
な
い
詠
み
ぶ
り
の
現
れ
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
発
句
の
後
の
文
章
で
あ
る
が
、「
け
つ
り
掛
の
神
事
」
と
は
、
京
都
祇
園
の
八
坂
神
社
で
一
二
月
晦
日
の
夜
、
子
の
刻
か
ら
行
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
四
な
わ
れ
た
神
事
の
こ
と
で
、
白
朮
（
お
け
ら
）
祭
り
と
も
い
う
。
社
前
の
灯
籠
以
外
の
灯
を
す
べ
て
消
し
、
丑
の
刻
か
ら
誦
経
、
東
西
の
欄
に
立
て
か
け
た
削
掛
各
六
本
を
焼
き
、
煙
の
方
向
で
、
丹
波
（
西
）、
近
江
（
東
）
の
豊
凶
を
占
う
も
の
で
あ
る
。
社
司
は
こ
の
火
で
新
年
の
供
物
を
調
え
、
参
詣
人
も
火
縄
に
移
し
て
家
に
持
ち
帰
り
元
日
の
雑
煮
を
祝
う
。
こ
の
暗
い
境
内
で
は
、
参
詣
し
た
群
衆
の
間
で
、
他
人
の
悪
口
を
言
い
合
う
こ
と
が
名
物
と
な
っ
て
い
た
。
井
原
西
鶴
の
『
世
間
胸
算
用
』〔
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
〕
巻
四
の
一
「
闇
の
夜
の
わ
る
口
」
で
は
、「
都
の
祇
園
殿
に
大
年
の
夜
け
づ
り
か
け
の
神
事
と
て
諸
人
詣
て
け
る
。
神
前
の
と
も
し
火
く
ら
ふ
し
て
た
が
ひ
に
人
の
見
え
ぬ
と
き
、
参
り
の
老
若
男
女
左
右
に
た
ち
わ
か
れ
、
悪
口
の
さ
ま
 

云
が
ち
に
、
そ
れ
は


腹
か
ゝ
へ
る
事
也
」⑾
と
記
さ
れ
て
い
る
。
秋
成
も
、「
蘓
秦
張
儀
も
舌
ま
く
」
悪
口
雑
言
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り
、
田
舎
の
人
々
の
喚
き
声
、
江
戸
の
歌
舞
伎
で
荒
事
の
主
役
が
述
べ
る
長
ぜ
り
ふ
、
大
坂
の
人
々
の
善
悪
関
係
な
く
言
う
言
葉
に
は
負
け
る
。
そ
れ
で
も
、
勝
敗
を
決
め
よ
う
と
は
思
い
も
し
な
い
の
は
、
京
都
人
の
幸
福
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
こ
れ
は
、
神
事
の
中
で
言
い
負
か
さ
れ
て
も
、
相
手
と
争
っ
た
り
、
恨
ん
で
は
い
け
な
い
（『
日
次
紀
事
』）
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
京
の
人
々
へ
の
敬
意
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
記
し
た
文
章
と
い
え
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
三
都
や
そ
れ
以
外
の
地
方
の
人
々
と
交
流
し
た
秋
成
の
冷
静
な
観
察
者
と
し
て
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
『
胆
大
小
心
録
』
第
二
十
二
項
で
、
村
瀬
栲
亭
か
ら
、
京
は
不
義
国
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
実
際
に
十
六
年
住
ん
で
み
れ
ば
、
不
義
国
の
貧
国
で
、
家
格
を
誇
り
に
し
て
厳
め
し
く
構
え
る
人
々
の
い
る
地
だ
、
と
し
て
い
る
⑿
こ
と
と
は
ま
た
違
っ
た
評
価
と
な
っ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
以
上
の
よ
う
に
、「
年
の
夜
俳
諧
」
の
冒
頭
五
句
の
内
の
四
句
お
よ
び
文
章
は
、
正
月
の
風
景
に
対
す
る
心
情
を
穏
や
か
で
第
三
者
的
な
態
度
で
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
狂
癇
子
と
い
う
号
か
ら
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
自
己
や
世
間
を
嘲
笑
し
罵
倒
す
る
姿
勢
と
い
う
の
は
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
五
窺
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
注
⑴
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/info
:ndljp/pid/8369324/41
）。
⑵
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（https://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko18/bunko18_00591/index.htm
l
）。
⑶
愛
媛
大
学
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
。
原
文
の
確
認
は
、
電
子
画
像
（http
://w
w
w
.lib.ehim
e-u.ac.jp/H
IN
A
M
I/01/41-01.htm
l
）
に
よ
る
。
⑷
『
古
典
俳
文
学
大
系
１３
』
所
収
。
⑸
JSPS
科
研
費
（
平
成
二
十
八
〜
三
十
一
年
度
）
基
礎
研
究
（
Ｃ
）・
課
題
番
号16K
02418
（
代
表：
近
衞
典
子
）「
上
田
秋
成
の
俳
諧
研
究
の
た
め
の
資
料
整
備
と
基
礎
的
研
究
」
に
基
づ
く
も
の
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
二
月
二
十
八
日
発
行
（
非
売
品
）。
⑹
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
３２
與
謝
蕪
村
集
』
一
四
三
頁
頭
注
。
⑺
浅
野
三
平
氏
「
上
田
秋
成
晩
年
の
俳
諧
│
そ
の
俳
諧
賛
二
巻
を
め
ぐ
っ
て
│
」〔『
上
田
秋
成
の
研
究
』
第
六
章
第
一
節
（
お
う
ふ
う
、
一
九
八
五
年
）〕
⑻
⑶
に
同
じ
。
原
文
の
確
認
は
、
電
子
画
像http
://w
w
w
.lib.ehim
e-u.ac.jp/H
IN
A
M
I/01/19-01.htm
l
に
よ
る
。
⑼
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）刊
。
同
十
一
年
六
月
、
附
録
自
序
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（https://w
w
w
.w
ul.w
aseda
.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko31/bunko31_a0367/index.htm
l
）。
⑽
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
蝶
夢
序
。『
校
本
芭
蕉
全
集
第
一
巻
発
句
編
上
』
所
収
。
⑾
『
日
本
古
典
文
学
大
系
４８
西
鶴
集
下
』
所
収
。
⑿
『
上
田
秋
成
全
集
第
九
巻
』
一
四
五
頁
。
三
、「
年
の
夜
俳
諧
」
に
お
け
る
「
死
神
に
見
放
さ
れ
た
か
（
よ
）
老
の
春
」
句
の
解
釈
「
年
の
夜
俳
諧
」
の
冒
頭
五
句
の
残
り
一
句
は
、「
死
神
に
見
放
さ
れ
た
よ
老
の
春
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
季
語
は
「
老
の
春
」
で
新
年
で
あ
る
。
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
六
こ
の
句
は
、『
俳
調
義
論
』
で
は
「
老
い
の
末
に
な
り
て
は
」
と
い
う
前
書
の
後
、「
死
神
に
み
は
な
さ
れ
た
か
老
の
春
」
と
、
一
字
異
な
る
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
例
は
『
俳
調
義
論
』
の
他
の
句
に
も
見
ら
れ
る
。
高
田
衛
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
秋
成
の
場
合
、
推
敲
の
形
跡
と
み
る
よ
り
、
そ
の
時
々
の
心
の
内
の
風
趣
を
楽
し
む
融
通
無
碍
な
姿
勢
を
優
先
し
た
結
果
と
い
え
る
⑴
。
「
年
の
夜
俳
諧
」
の
句
の
場
合
に
は
「
自
悔
」
と
い
う
前
書
き
が
あ
り
、
自
己
の
人
生
に
対
す
る
悔
恨
の
情
が
強
く
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
も
、「
死
神
」
と
い
う
語
を
入
れ
て
正
月
の
句
を
詠
む
と
い
う
の
は
異
様
で
あ
る
。
秋
成
以
前
に
、
死
神
と
い
う
語
を
含
ん
だ
正
月
の
句
例
は
見
ら
れ
な
い
。「
死
神
に
」
句
は
、「
年
の
夜
俳
諧
」
の
他
の
正
月
を
詠
ん
だ
穏
や
か
な
印
象
の
句
と
は
明
ら
か
に
趣
き
が
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
近
衞
典
子
氏
は
、
前
掲
の
『
研
究
成
果
報
告
書
上
田
秋
成
発
句
前
注
釈
（
稿
）』
の
発
句
注
釈
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
再
び
長
文
と
な
る
が
、
引
用
す
る
。
死
神
に
み
は
な
さ
れ
た
か
老
の
春
『
俳
調
義
論
』
老
の
春
（
春
）
①
六
十
八
歳
の
寿
命
を
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
が
、
死
神
に
見
放
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
今
年
も
ま
た
春
を
迎
え
、
一
つ
年
を
取
っ
た
こ
と
だ
。
②
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
以
降
。
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
以
前
③
老
の
春
│
年
を
取
っ
て
か
ら
迎
え
る
新
春
を
祝
っ
て
い
う
語
。
④
前
書
「
老
の
末
に
な
り
て
は
」。
秋
成
は
五
歳
の
時
に
疱
瘡
を
病
み
、
一
時
危
篤
と
な
っ
た
。
父
が
大
坂
加
島
の
香
具
波
志
神
社
に
日
参
し
て
助
命
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
あ
る
晩
の
夢
に
神
が
「
こ
の
子
に
六
十
八
の
寿
命
を
与
え
る
」
と
告
げ
、
秋
成
は
奇
跡
的
に
回
復
し
た
と
い
う
。
こ
の
神
告
を
深
く
信
じ
た
秋
成
は
六
十
八
歳
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
香
具
波
志
神
社
に
滞
在
し
て
六
十
八
首
の
和
歌
を
神
に
捧
げ
た
（『
献
神
和
歌
帖
』）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
は
何
事
も
な
く
過
ぎ
た
の
で
あ
っ
た
。
秋
成
の
古
稀
記
念
と
し
て
企
画
さ
れ
、
数
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
和
歌
和
文
集
『
藤
簍
冊
子
』
に
は
秋
成
の
弟
子
、
昇
道
に
よ
る
「
附
言
」
が
付
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
秋
成
の
言
が
紹
介
さ
れ
る
。「
思
は
ず
よ
、
七
十
と
云
齢
を
か
ぞ
へ
つ
め
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
七
る
は
、
う
つ
つ
の
夢
路
の
た
ど
り
と
や
云
べ
き
。
い
で
や
、
今
歳
を
老
が
世
の
限
り
に
、
打
み
だ
り
し
事
ど
も
皆
し
を
へ
、
筆
と
る
わ
ざ
も
、
か
し
こ
き
な
が
ら
獲
麟
の
た
め
し
に
、
け
ふ
よ
り
の
ち
は
昨
日
の
我
に
は
あ
ら
で
、
み
ど
り
子
の
わ
き
ま
へ
し
ら
ぬ
遊
び
し
て
、
世
を
の
ど
か
に
も
終
ら
ば
や
」。
そ
し
て
秋
成
は
自
ら
の
墓
所
を
定
め
、
柩
も
作
っ
て
、
来
た
る
べ
き
日
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
秋
成
は
文
化
六
年
、
七
十
六
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
掲
出
句
は
、
ど
こ
と
な
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
や
や
自
嘲
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
【
近
衞
】
近
衞
氏
は
、
幼
少
期
の
秋
成
の
疱
瘡
平
癒
を
祈
願
す
る
た
め
、
香
具
波
志
神
社
に
日
参
し
て
い
た
父
母
の
夢
に
神
が
現
れ
、「
こ
の
子
に
六
十
八
の
寿
命
を
与
え
る
」
と
告
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、
秋
成
が
奇
跡
的
に
回
復
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
、
一
句
を
解
釈
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
解
釈
を
取
る
と
、
秋
成
は
生
涯
厚
く
信
仰
し
て
い
た
加
島
稲
荷
の
神
と
「
死
神
」
と
を
同
種
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
六
十
八
歳
を
迎
え
る
ま
で
自
分
の
寿
命
を
決
め
た
と
信
じ
て
い
た
神
と
は
い
え
、
秋
成
が
香
具
波
志
神
社
の
祭
神
を
、
死
を
宣
告
す
る
神
と
呼
び
表
す
の
は
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
の
「
死
神
」
の
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
見
た
と
こ
ろ
、「
人
を
死
に
誘
い
導
く
と
い
う
神
」
と
あ
り
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
も
「
人
に
と
り
つ
い
て
死
に
誘
う
と
い
う
神
。
そ
の
神
が
実
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
不
幸
を
も
た
ら
す
原
因
を
俗
に
死
神
が
と
り
つ
く
と
い
う
」
と
あ
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
『
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
』〔
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
以
前
初
演
〕
中
之
巻
で
は
、
人
だ
か
り
の
な
か
で
心
中
し
よ
う
と
す
る
遊
女
小
か
ん
を
止
め
る
平
兵
衛
に
対
し
、
小
か
ん
が
一
刻
も
早
い
心
中
を
求
め
る
場
面
で
「
同
じ
く
は
今
こ
ゝ
で
ち
つ
と
も
早
う
と
、
死
神
の
誘
ふ
命
の
は
か
な
さ
よ
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
⑵
。
ま
た
、『
心
中
天
の
網
島
』〔
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
上
演
〕
上
之
巻
に
も
、
遊
女
小
春
に
主
人
公
治
兵
衛
と
の
心
中
を
思
い
と
ど
ま
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
八
る
よ
う
説
得
す
る
情
け
深
い
侍
客
の
言
葉
の
な
か
に
、「
死
に
神
つ
い
た
耳
へ
は
、
意
見
も
道
理
も
入
る
ま
じ
と
は
思
へ
ど
も
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
⑶
。
さ
ら
に
、
同
じ
『
心
中
天
の
網
島
』
下
之
巻
の
名
残
の
橋
尽
し
で
は
、「
版
摺
る
紙
の
そ
の
中
に
、
あ
る
と
も
し
ら
ぬ
死
に
が
み
に
、
誘
は
れ
行
く
も
商
売
に
、
う
と
き
報
い
と
観
念
も
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
⑷
。
こ
れ
は
、
治
兵
衛
の
商
売
が
紙
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
紙
」
と
「
神
」
を
か
け
、
死
に
直
面
す
る
人
物
の
心
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、「
あ
る
と
も
し
ら
ぬ
死
に
が
み
に
」
を
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
取
る
と
、
近
松
自
身
は
死
神
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
た
と
も
取
れ
る
。
秋
成
と
同
時
代
の
文
芸
作
品
に
死
神
と
類
似
の
存
在
が
見
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。
文
化
六
年
八
月
に
九
巻
ま
で
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
、
旗
本
根
岸
鎮
衛
の
奇
談
集
『
耳
囊
』
巻
の
九
「
悪
気
人
を
追
う
事
」
は
、
あ
る
旅
人
が
不
気
味
な
縄
に
追
い
か
け
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
そ
の
旅
人
は
怖
く
な
り
、
宿
屋
で
休
憩
し
て
か
ら
寺
に
参
詣
し
た
。
帰
り
道
に
そ
の
宿
に
寄
る
と
、
朝
は
元
気
だ
っ
た
宿
屋
の
主
人
が
首
つ
り
自
殺
を
し
て
い
た
。
縄
に
は
悪
念
が
憑
い
て
お
り
、
自
分
で
は
な
く
宿
屋
の
主
人
を
死
に
た
く
な
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
結
ぶ
⑸
。
こ
の
よ
う
な
近
世
の
文
学
作
品
の
例
か
ら
、
秋
成
在
世
当
時
の
死
神
は
、
人
に
死
ぬ
気
を
起
こ
さ
せ
る
、
正
体
不
明
の
悪
霊
の
よ
う
な
存
在
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
遊
亭
円
朝
の
古
典
落
語
の
演
目
『
死
神
』
等
に
見
ら
れ
る
、
死
者
の
国
に
霊
魂
を
連
れ
て
行
き
、
そ
の
魂
を
管
理
す
る
存
在
、
と
い
う
現
在
の
死
神
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
西
洋
の
文
化
が
入
っ
て
き
て
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
秋
成
の
「
死
神
」
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
、
神
仏
異
類
等
の
存
在
に
対
す
る
晩
年
の
態
度
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
の
『
胆
大
小
心
録
』
第
十
三
項
で
、
秋
成
は
「
狐
も
狸
も
人
に
つ
く
事
、
見
る
 

多
し
、
又
き
つ
ね
で
も
何
で
も
、
人
に
ま
さ
る
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
七
九
は
渠
が
天
稟
也
。
さ
て
善
悪
邪
正
な
き
が
性
也
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、『
胆
大
小
心
録
』
で
は
、
第
二
十
六
項
の
中
井
履
軒
が
秋
成
の
幽
霊
話
を
は
ず
か
し
め
た
挿
話
が
契
機
と
な
り
、
第
二
十
九
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
、
人
の
立
場
か
ら
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
に
対
し
て
の
記
述
が
続
く
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
秋
成
の
友
人
で
真
面
目
で
礼
儀
正
し
い
細
合
半
斎
が
狐
に
憑
か
れ
て
道
に
迷
っ
た
話
（
第
二
十
九
項
）
神
は
人
が
修
行
し
て
な
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
人
智
で
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
話
（
第
三
十
項
）
秦
の
大
津
父
が
真
神
が
原
の
狼
の
争
い
を
仲
裁
し
た
話
、
富
士
明
神
が
祝
部
等
の
怠
慢
で
大
災
厄
を
も
た
ら
し
た
話
な
ど
、
人
智
を
超
え
た
神
罰
の
話
（
第
三
十
一
項
）
古
い
林
の
木
を
伐
っ
て
い
た
親
孝
行
の
三
人
の
子
が
、
突
然
発
狂
し
て
母
を
殺
し
、
遺
体
を
細
か
く
切
り
刻
ん
だ
話
（
第
三
十
二
項
）
美
濃
国
山
村
の
祭
礼
に
出
現
し
た
神
体
の
白
蛇
を
小
童
が
打
つ
と
、
村
も
小
童
も
神
罰
を
受
け
た
が
、
翌
年
再
び
現
れ
た
蛇
を
先
の
小
童
が
斬
り
殺
し
た
と
こ
ろ
、
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
神
や
蛇
の
善
悪
邪
正
は
人
と
違
う
と
い
う
話
（
第
三
十
三
項
）
三
国
妖
狐
譚
、
お
よ
び
加
島
稲
荷
神
官
が
一
睨
み
し
て
狐
憑
き
を
治
す
話
（
第
三
十
四
項
）
狸
は
狐
よ
り
化
け
る
の
が
う
ま
い
話
（
第
三
十
五
項
）⑹
こ
れ
ら
の
話
は
総
じ
て
、
神
や
動
物
の
類
は
、
善
悪
邪
正
の
論
理
が
人
と
は
異
な
る
、
と
い
う
秋
成
の
思
想
の
現
れ
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
秋
成
の
言
う
「
死
神
」
は
、
具
体
的
な
神
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
論
理
が
通
用
し
な
い
超
自
然
的
な
存
在
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、「
死
神
に
」
句
に
込
め
ら
れ
た
秋
成
の
心
境
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
を
死
へ
と
誘
う
と
い
う
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
八
〇
死
神
に
も
見
放
さ
れ
、
ま
た
一
つ
年
を
と
っ
て
新
春
を
迎
え
た
。
大
切
な
も
の
を
失
い
、
ま
た
は
捨
て
る
こ
と
の
多
か
っ
た
人
生
を
悔
い
る
気
持
ち
は
あ
る
が
、
人
智
の
及
ば
な
い
神
仏
の
よ
う
な
存
在
に
も
相
手
に
さ
れ
ず
に
生
き
な
が
ら
え
た
の
だ
。
寿
命
が
続
く
限
り
、
心
の
赴
く
ま
ま
に
芸
文
の
遊
び
を
し
て
、
余
生
を
過
ご
そ
う
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
天
真
爛
漫
な
心
境
は
、
家
族
や
友
人
、
視
力
を
失
い
、
医
業
や
終
の
住
処
、
果
て
は
著
作
の
草
稿
ま
で
捨
て
去
る
と
い
う
、
孤
独
と
苦
悩
に
満
ち
た
人
生
に
耐
え
抜
い
た
末
に
秋
成
が
到
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
死
神
に
」
句
が
、
死
神
と
正
月
と
い
う
異
質
な
取
り
合
わ
せ
の
句
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
衞
氏
が
先
述
の
注
釈
で
述
べ
て
い
た
「
ど
こ
と
な
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
や
や
自
嘲
的
な
雰
囲
気
」
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
も
、
死
に
近
づ
い
た
秋
成
が
た
ど
り
着
い
た
こ
の
透
徹
し
た
境
地
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、「
年
の
夜
俳
諧
」
の
発
句
お
よ
び
文
章
の
構
成
か
ら
は
、
世
間
へ
の
関
心
は
失
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
規
範
や
常
識
、
評
価
に
は
束
縛
さ
れ
ず
に
生
き
よ
う
と
す
る
態
度
が
窺
え
る
。
ま
た
、
な
お
も
衰
え
な
い
執
筆
意
欲
を
自
覚
し
、
た
と
え
癇
性
や
み
の
狂
人
と
な
り
、
老
醜
の
極
み
で
あ
る
と
人
々
に
思
わ
れ
よ
う
と
、
最
後
ま
で
芸
文
活
動
に
人
生
を
捧
げ
る
と
い
う
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
注
⑴
同
氏
「
俳
人
無
腸
論
│
「
月
や
霰
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て
│
」〔
同
氏
『
上
田
秋
成
研
究
序
説
』（
寧
楽
書
房
、
一
九
六
八
年
）〕
⑵
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
７５
近
松
門
左
衛
門
集
２
』
⑶
⑵
に
同
じ
。
⑷
⑵
に
同
じ
。
⑸
『
耳
囊
二
（
東
洋
文
庫
二
〇
八
）』〔
鈴
木
棠
三
編
注
、
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
〕
二
五
四
〜
二
五
五
頁
。
⑹
『
上
田
秋
成
全
集
第
九
巻
』
一
四
九
〜
一
五
五
頁
。
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
八
一
お
わ
り
に
文
化
四
年
七
十
四
歳
の
秋
に
、
秋
成
は
自
著
の
草
稿
を
井
戸
に
廃
棄
し
た
。
こ
の
よ
う
な
挙
に
出
た
理
由
に
つ
い
て
秋
成
は
さ
ま
ざ
ま
な
著
書
で
繰
り
返
し
語
っ
て
お
り
、
晩
年
の
秋
成
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
事
実
、
そ
の
後
の
秋
成
は
、
随
筆
『
茶
瘕
酔
言
』
や
和
文
消
息
集
の
『
文
反
古
』、
歌
文
集
『
春
雨
梅
花
歌
文
巻
』、『
雨
月
物
語
』
と
並
ぶ
代
表
作
の
短
編
小
説
集
『
春
雨
物
語
』、
口
語
体
の
随
筆
『
胆
大
小
心
録
』、
自
作
自
選
句
集
『
俳
調
義
論
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
文
体
の
著
作
を
生
み
出
し
て
い
る
。
文
化
五
年
は
、
そ
の
草
稿
投
棄
事
件
後
に
迎
え
る
新
た
な
年
で
あ
っ
た
。
同
年
正
月
に
成
立
し
た
「
年
の
夜
俳
諧
」
は
、
自
己
の
文
筆
人
生
に
対
す
る
心
境
の
変
化
を
、
俳
諧
を
用
い
て
表
明
し
て
い
る
作
品
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
年
の
夜
俳
諧
」
後
半
部
の
独
吟
歌
仙
に
つ
い
て
は
、
稿
者
の
検
討
が
十
分
で
な
い
た
め
、
秋
成
の
後
半
生
の
連
句
資
料
の
分
析
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
七
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
たJSPS
科
研
費
（
令
和
二
年
〜
令
和
四
年
度
）
基
盤
研
究
（
Ｃ
）・
課
題
番
号20K
00294
（
代
表：
近
衞
典
子
）「
上
田
秋
成
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
俳
諧
研
究
の
た
め
の
資
料
整
備
と
発
展
的
研
究
」
第
一
回
研
究
会
（
於Skype
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
に
研
究
協
力
者
と
し
て
参
加
し
た
際
の
「
新
出
秋
成
俳
諧
資
料
「
年
の
夜
俳
諧
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
と
題
し
た
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
の
席
上
で
翻
刻
等
の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
清
登
典
子
先
生
、
金
田
房
子
先
生
、
近
衞
典
子
先
生
、
ま
た
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
へ
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
む
ら
た
と
し
ひ
と
・
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）
秋
成
最
晩
年
の
境
地
に
つ
い
て
の
一
考
察
八
二
